
 

 

 
はじめまして。シカゴ日本人学校OBの馬場貴也で

す。日本人学校には、小学校1年生～3年生の間在籍し

ていました。その後、日本の埼玉県に帰国しました。 

アメリカのシカゴでの経験は、今でもとても大切な思い

出であり、緑豊かで青空が美しいアーリントン・ハイツに

住み、数多くの友達と遊ぶ楽しい日々でした。 

日本人学校では、運動会や文化祭（双葉フェスティバ

ル）、ハロウィンなどのイベント活動にみんな一丸となっ

て取り組んでいて、盛り上がっていました。こういったイ

ベント活動での盛り上がりは、日本では体験できないこと

であり、日本人学校の特色だと思います。 

また、僕が在籍していた時は米社という授業や現地校と

の交流学習があり、アメリカの文化や歴史を学んでいまし

た。米社ではコロンブスやジョニー・アップルシード、キ

ング牧師などの歴史上の人物を通してアメリカの歴史を学

び、その時の学習は今でも役に立っています。交流学習

も、現地のアメリカ人との交流は大きな刺激で、互いの文

化や言葉を越えて交流する体験はとても楽しいもので、こ

れも日本では味わえないことでした。 

小学校1年生の時には元メジャーリーガーである井口

資仁さんが来て講演をしてくれました。当時、野球をやっ

ていた僕らに野球の技術も丁寧に教えてくれ、キャッチボ

ールをして、「筋がいい」と優しく褒めてくれました。こ

の時の経験は一生の宝物であり、今でも懐かしく感じま

す。 

日本に帰国した後、環境や人間関係が大きく変わってカ

ルチャーショックを受け、そのストレスで小学4年生～

高校1年生の間、断続的に不登校を経験しました。 

その高校の間に、以前から俳優に興味があったので、ア

ニメ『ポケットモンスター』で主人公、サトシの声を演じ

ていた松本梨香さんが声優講師をするイベントに参加しま

した。参加者全員でポケモンの声の掛け声でやり取りする

という演技に指導をしていただき、元々『ポケモン』に対

する愛着が強い僕にとって貴重な経験になり、芝居の楽し

さを味わいました。 
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【プロフィール】 

① 在籍大学や職業 

ライター、俳優 

現在NPO全国法人不登校新聞社 

所属 

 

② 住んでいる国や都市 

埼玉県 

 

③ 趣味、特技 

映画、特撮、アニメ、漫画、ゲ
ーム、文を書くこと、運動など 

 

 

④ その他 座右の銘 等 

「和を以て貴しとなす」 

「自利利他」 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

やがて芸能事務所に所属するようになり、俳優活動を始

め、『世界仰天ニュース』の再現ドラマやNHKのドラ

マ、朗読劇などに出演しました。芝居を通して自分と違う

役になり、自身の体や心を通して「表現」し、様々な人と

繋がる経験は素晴らしいものでした。 

今は、NPO法人全国不登校新聞社という、不登校経験

者の記事を取り上げたり、著名人にインタビューしたりす

る活動を行っている団体に所属して、ライターをやってい

ます。兄がウルトラマンやゴジラといった特撮に関わりが

ある特撮系ライターの仕事を行っているので、その手伝い

をしていく中で本の編集や記事の執筆をしました。その時

の経験と不登校体験を生かし、文章を通して自分が思って

いることを多くの人に伝えることをやっています。これ

は、自分自身を「表現」することを行っていた俳優活動と

も通じることで、人に伝えたいことの根っこの部分は変わ

っていないと思っています。 

僕は日本に帰国してから不登校で多くの失敗や挫折を味

わいました。でも家族や俳優、ライター活動を通して出会

った様々な人々、1つ1つの貴重な経験、そしてアメリ

カ時代の大切な思い出が糧になって、今の僕を支えてくれ

ました。 

みなさんもこれから何か失敗や挫折を味わうことがある

と思います。その中でも家族や友達など大切な「人との繋

がり」を大事にしていれば、それが大きな支えになり、自

分の人生をより良い方向に導いてくれます。どんな経験も

決して無駄にはならないので、一歩ずつ自分ができること

をやってみてください。1つ1つの経験が未来に繋が

り、それが後々、「自分の力」になります。 

僕もまだまだ未熟ですが、これまで得た経験と思い出、

そして人との繋がりを大切にしてみなさんと共に、日々歩

んでいきたいと思います！  


